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⾃動⾛⾏システムの実現に向けたHMI等のヒューマンファクタに関する調査検討 成果報告

 システムの機能・状態の理解に関わるドライバー特性の基礎実験から、静的情報の与え方についての方向性
が明らかになった

 ドライバー状態を表す指標として視線の脇見、意識の脇見、低覚醒の３つ設定し、ドライバーモニタリング装置
としての適用可能性を明らかにした

 他の交通参加者との意思疎通として車両挙動の重要性を明示し、モデリングに必要なパラメータを同定した

H28年度
までの
成果

システムの機能・状態の理解に関わる
ドライバー特性の基礎実験

ドライバーモニタリング装置としての適用可能性

合流地点における意思疎通のモデリングに
必要なパラメータの同定



HMIに係る今後の課題

 ドライバーReadinessと運転交代要請（TOR）、及びドライバーの運転成績の明確化
 システム状態を的確に伝え、TORを確実に促すHMI装置の要件明確化と具体的試作
 周囲の交通参加者とのコミュニケーションに必要なHMI要件の明確化と具体的装置の試作

今後の
課題

最終目標 ⾃動⾛⾏システムの実現に向けたHMI等のヒューマンファクタに関する調査検討

Sudden cut-in

Traffic jam at exit

Relaxed Concentrated
Resume driving task

Driver Readiness TOR & HMI

You first!

Thank you!

自動運転と他の交通参加者との
意思疎通に有効なHMIの要件
明確化と具体的装置の試作

ドライバーReadinessと運転交代要請（TOR）、及びドライバーの運転成績とHMI装置要件の明確化


